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曰 1

:;;:文：：効；三言筐る。指導前の単語の書き取りクイズの結果から

見えた課題を児童がどのように克服したかにつ

いて，その思考のプロセスの分析を図った。また

教師が指導上の問題を解決したり対処したりし

て変容をとげた過程を記録した報告である。実
践では，小学3年生14名に対して週1回の指導を
計11回行った。具体的には，synthetic phonics,
analytic phonics, embedded phonics, analogy

phonics , phonics through-spelling および音韻

認識 ・ 音素認識，発音指導 ，単語や短い文を書く
といった活動を通して文字と音の対応関係を指

導した。指導後に単語の書き取りクイズを再度

行った結果，指導前よりも多くの音素を 聞き取っ
て書くことができるようになっていた。さらに

リスニングの力が高ければ単語の書き取りのカ

も伸びることが明らかになった。これらの結果

と実践内容に対する改善点も踏まえ，英語の文
字の読み書き能力の発達段階に応じたシステマ
ティック ・ フォニックスの方法を提案する。

はじめに

日本では，小学校学習指導要領によって小学校
3年生と4年生の段階で外国語活動として「日本語
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《研究助言者：西垣知佳子》

と 外国語との音声の違 いに気付くこと」と「基本
的な表現に慣れ親しむこと」を，また小学校5年生

と6年生の段階で外国語科において「読むこと」と

「書くこと」を育成の目標とした教 育課程が組ま
れている（文部科学省，2017)。よって教師は，聞く ・

話す活動を通して中学年では英語の音がそれぞれ
「どのように作られているから，どう違うのか」を

児童自身が気付くように，理解させるなどして興

味を引き出す，そして高学年では慣れ親しんだ単
語や基本的な定型表現を読み，その意味を理解で
きるように指導することが求められている。また，

英単語や英語表現を書くことの指導もしなければ

ならない。そこで，児童の英単語の綴りの指導に
ついて，効果的な方法の検討が必要となる。Ehri
(2020)では，システマティック ・ フォニックスの

効果に関する研究のメタ分析を行い，この指導法

がその他の一般的な早期英語の指導法と比較して
児童の英単語の読み書きに対して最も効果的であ

ると論じている(Ehri et al., 2001; Jeynes, 2008; 

National Early Literacy Panel, 2008)。フォニッ

クスは，文字と音の対応関係を中心に単語の読み
方や綴りを教えることである。その指導法には様々
な種類が含まれるがそれらを網羅的かつ定まっ

た順序で行うことをシステマティック ・ フォニッ
クスと呼ぶ(Ehri, 2003)。『小学校学習指導要領解

説 外国語活動 ・ 外国語』でも「語の中で用いられ
る文字が示す音の読み方を指導すること」（文部科
学省，2017, p .78)が求められているので，音と文

字の対応関係を体験させたり指導したりする必要










































